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今回,新たに学ぶ漸化式は次のような Typeの漸化式です

αη+1=pαπ十/(η)一→ /(2)がηの指数関数

珍注 なお, この Typeの漸化式を考えるにあたり,定数 pは ,キ 1と します なぜなら,p=1な ら
ば, Type ④ と全く同じだからです

いきなりですが,次の問題を考えてみよう しょうか

① 漸化式の両辺を,両辺を 32+1で割る と,
例 題 次の漸化式を解け
αl =1,  αη+1 =2α″+3η 絆卜=紹 +叢

32■ 1=:争 +:

απ+1=夕απ+ノ (η)型漸化式の解法を学ぶ(Part I)

まず始めに, これまでに学習した,基本となる4つのTypeの漸化式を振り返つてみよう
POintく 漸化式の基本 4

αη+1=απ+g (cは 定数)一 公差 cの等差数列

%+1=pαη (夕 は定数)一 公比夕の等差数列

αη+1=pαη+9 (p,9は 定数)一→ 内緒の計算して変形する

し+1=αη十ノ(π ) (/(π )は πの式)一 階差数列に持ち込む
εう%でtひす

`

考え方 この Typeの漸化式は,これまでのどの

Typeに も属 していないことを確認しよう 「とい

うことは,ま た新しい解き方を覚えるってこと?J

と,ウ ンザリするかもしれませんが,この Typeの

漸化式は, うまく変形すれば必ずこれまでに学習し

た Typeの漸化式になるので,…
での Typeに 帰着させるかが学習のポイントとな

ります 変形してこれまでの Typeの 711化式にな

れば,あ とはこれまでどおりの解法で解決します

では, どのようにしてこれまでの Typeに 帰着

させるの そのためには,末尾の 3れ の部分に注目
して「この部分にπがなければ Type ③  にな

るのになあ   」と考えます そして「どうやつ

てこの部分のπを消去するのかな   Jと いう意

識のもと,次のような発想に行き着くのではないで

こ工1`♯ぜら綱・ニ ー ー

女7/1。
メス■
ら3hお

θ
ふ ん́

ここで'百″=みηとおくと,

ιπ+1=争η+:  ―  Type(0鰤化式

よって, ろη+1-1=: (ろη-1)
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赤阪正純 (httμ

“

nup五 web fc2 com) απ+1=pαη十ノ(π)型 (Part I)(2)

bη =

う71 = り, αη=3ηろ″=ν -2
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珍注 なぜ,両辺を 3η ではなく,32+1で 割った
のかわかりますか 別に 3η で割っても構わないん
ですが,置き換えする際に,争 =b″というよう
に,分子の添え字と分母の指数をそろえたほうが考

えやすいし,なにより美しいからです う～ん,美
的感覚の問題なんですね

もし 3れ で割っノ
=場
合は, 
弁
=うηと置くこと

になります バランス悪いし,言1算 ミスも起こりや
すいので,あ まりおススメしません

珍注 くれぐれも Type ③  と混同してはい

けません  Type ③  と同じように, 内緒の計算
α=2α +3π をして,α =-3″ とし,漸化式を

αη+1+3η =2(αη+3り …・(※ )

と変形する人がいます 変形自体は間違いではあ り

ませんが,こ の式か ら得 られるものは何 もあ りま

せん
 ″
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なぜなら, α″+3″ =b″ と置いたとき, αη+3π

の κをそっくりそのまま全部 π+1に 入れ換え
た式 αη.1+3η+1だ ったら bη+1と なりますが ,

απ+1+3η は bη+1でも何でもありません つまり,
漸化式 (※ )は 「(π +1番 目)=2× (π 番目)」 と

いう等比数列の関係を表しているわけではないので

す ですから, これは単なる関係式に過ぎず,こ の

lT化式から何の性質も浮かび上がってきません

″i
また,次のような別解もあります

まとめると,α″+1=´αη十(η の指数関数)型漸化式の解法は次のようになります
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診注α″+1=pα″+ε・c″ やαη+1=pαη+`″+1,α″+1=pαη+cη lな どの場合も,cη+1で割ります
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よって, οη+1-ら =巧,(1))η より, 数る可{οη}の

階差数列の一般項が :(3)η なので,

″≧2の とき, α″=01+
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① において π=1と す ると,Q=:-1=

なり,Q=争 =:に一致するよって,
π≧ 1で成立する

(π ≧1)

%=7万 より,απ=22・ %=ν -2・・
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珍 注 今度は αηの係数の累乗で言Uっ てみました

うまく Type α)に帰着できましたが,ややメ
ンドウです センター試験などで出題者が解法を指
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定してこない限り,最初の解法を優先させるべきで

しょう
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α″+1=pα″+σηの解法 一 両辺をgπ
+1で割る

=⇒  ■■=ゎれとぉくことで Type ③ に帰着できる

なお,両辺を沙η+1で割って,7万 =°ηとおくことで Type(D に帰着することもできる


